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勝浦市議会表彰

表彰式

受賞者

日　時　令和5年2月27日　午前10時
場　所　勝浦市議会議場

１．豊浜SBC　（豊浜小学校5名・勝浦小学校9名）
　※�第16回春期全日本小学生ソフトボール大会及び� �
第33回関東小学生選抜ソフトボール大会千葉県予選会優勝

　　【表彰楯授与】　代表者：岩瀬　眞紘　さん
　　【お礼の言葉】　代表者：長谷川　虎太郎　さん

２．勝浦市立勝浦小学校

特集記事第32回は、
勝浦市議会表彰式に
ついてお知らせします。

勝浦市議会表彰は、令和4年1月1日から12月
31日を対象に、勝浦市内の小学校・中学校の児童
生徒等でスポーツ、学術、文化等において、功績が
顕著な者を表彰する制度で、今回は、第5回の表彰
式となります。
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３．勝浦市立興津小学校　酒井　海里　さん
　※ ��「令和４年度千葉県愛鳥週間ポスターコンクール」� �

優秀賞（県知事賞）

※ ��該当する受賞の内容

伊藤　心愛　さん
　※ ��2022 ALL JAPAN GYMFEST IN YOKKAICHI
　　（2022AJG大会）
　　Level6　4年生以下　個人総合：３位、
　　段違い平行棒：優勝　跳馬：優勝
　※ ��第41回千葉県ジュニア体操競技小学生交換大会
　　女子個人総合優勝�

安井　慶史郎　さん
　※ ��022 ALL JAPAN GYMFEST IN YOKKAICH
　　I（2022AJG大会）
　　Level6　5年生以上　個人総合：６位　鉄棒：優勝�

筒井　隆太　さん
　※ ��2022 ALL JAPAN GYMFEST IN YOKKAICHI
　　（2022AJG大会）
　　Level6　5年生以上　円馬：3位
　　【お礼の言葉】　代表者：安井　慶史郎　さん�

表彰選考委員

委 員 長　末吉　定夫
副委員長　戸坂　健一
委 員　寺尾　重雄
　　　　　丸　　昭
　　　　　久我　恵子
　　　　　佐藤　啓史
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勝浦市の新年度予算が決まりました！
令和５年度の当初予算が、３月市議会定例会で可決されました。
当初予算は、その年度の骨格、市の財政の基本となる予算であり、市の一年間を方向付ける重要な予算
となります。予算審査特別委員会、本会議で慎重に審議した結果、全ての予算案が可決されました。
一般会計当初予算の規模は、１３２億２，０００万円で、前年度当初予算と比較して２９．５％の増額
となりました。
特別会計当初予算の規模は、６１億４８２万円で、前年度当初予算と比較して５．６％の増額となりま
した。
今後も限られた予算の公平かつ有効な配分について議論してまいります。

一般会計予算

特別会計予算

予算総額

132億2,000万円

61億482万円

193億2,482万円
会計別予算の内訳表

　詳細については、「広報かつうら４月号」の掲載をご覧ください。
　※予算額は、千円単位を四捨五入して表示しました。

会　計　区　分
当　初　予　算　額

増減率 説　　　　明
令和５年度 令和４年度

一　般　会　計 １３２億２，０００万円 １０２億１，２００万円 ２９．５％ 市の基本的な仕事をするための
会計です。

特　別　会　計 ６１億４８２万円 ５７億８，１０３万円 ５．６％
特定事業を行う場合に一般会計
と区分して経理をする必要があ
るときに設ける会計です。

特
別
会
計
の
内
訳

国民健康保険
（事業勘定） ２５億６，２３２万円 ２３億８，８０５万円 ７．３％

被保険者の疾病、負傷、出産、死
亡などに際して、必要な保険給付
を行うための会計です。

国民健康保険
（直営診療施設勘 ６，３７７万円 ６，３５９万円 ０．３％ 勝浦診療所において、被保険者な

どに診療を行うための会計です。

後期高齢者医療 ３億２，３７７万円 ３億１，６０７万円 ２．４％
主に７５歳以上の方を対象とした
後期高齢者医療制度の保険料を
徴収する事務などを行うための
会計です。

介護保険 ２２億８，００３万円 ２２億５，７０４万円 １．０％
被保険者の要介護度などに応じ
て、必要な保険給付を行うための
会計です。

水道事業 ８億７，４９３万円 ７億５，６２７万円 １５．７％ 市内に給水をするために行う水
道事業の会計です。

合　　　　計 １９３億２，４８２万円 １５９億９，３０３万円 ２０．８％
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令和５年度一般会計、各特別会計等の予算を審査するため、７人の委員による「予算審査特別
委員会」を設置しました。
３月10日、13日及び14日の３日間にわたり審査し、一般会計と特別会計のすべてを賛成多数
で原案のとおり可決し、最終日の本会議に委員長報告され、全て可決されました。

委員長：岩瀬　洋男　副委員長：狩野　光一
委　員：長田　悟　久我　恵子　戸坂　健一　戸部　薫　松崎　栄二

主な事業の質問と答弁（要約）
公共施設の使用料や事務手数料について
　Ｑ　物価高騰分の料金への反映は、どう考えているのか？
　Ａ　�料金の設定については、社会情勢に応じた見直しが必要であると考えるが、現時点で適切、

妥当かを見極めて検討を進めていきたい。
通勤通学者特急券購入補助事業
　Ｑ　�市外から勝浦市に通勤通学する人への補助でありますが、なぜ市民以外へ補助するのか、

その理由は？
　Ａ　�財源をふるさと納税にしており、市外の皆さんから応援寄附金をいただいているので、勝

浦市に関係し、来ていただける人にも恩恵を受けていただきたい。
かつうら海中公園の多目的広場整備事業
　Ｑ　整備する目的は？
　Ａ　�周辺一帯のハード整備はもちろんでありますが、広場整備により、集客のためのソフト事

業を充実させ、イベント場として活用したい。
子どもの居場所づくり事業
　Ｑ　事業の内容や目的は？
　Ａ　�子ども食堂の活動に対する補助であり、子どもに対して無料または低額で食事を提供し、

孤食の解消や食育、さらには地域交流の場などの役割を期待しています。
商店街等にぎわい創出事業
　Ｑ　1月から興津商店街で事業が始まっていますが、この事業についての見解は？
　Ａ　�商店街を取り巻く環境は、高齢化、後継者不足など賑わいが低下している状況にあり、多く

の課題や環境の変化に対応していくことが必要であります。それらを商店個々が対応する
ことは困難なものと考え、勝浦商店街活性化推進協議会を通じてデジタル技術などを活用
したECモールの導入や、共同配送サービス体制構築により商店街等の活性化を図りたい。

　　　�新しい技術であるドローンによる配送を実証実験として検証し、この有効性等を見極め
ることで、時代や消費者、何よりこの勝浦市にあったサービスの提供ができる環境を整え
てまいりたい。

一次産業の担い手対策について
　Ｑ　農業や漁業の従事者が高齢化し、担い手不足が顕著であります。その対策は？
　Ａ　�農業漁業の担い手不足は、危機感を強く持っており大変重要な課題であると認識しています。
　　　�水産業では、新規就業者対策を関係機関と協議した結果で予算計上しています。
　　　�農業については、地域おこし協力隊活用事業を実施し、担い手確保に向けた新たな一歩を

踏み出そうとするところであり、当該予算を執行する中で問題点や改善点を検証すると
ともに、必要に応じて見直し、そして新たな施策についても検討する必要があると考えて
います。

5



勝浦市議会ではこんなことが決まりました！
◯３月定例会　会期　２月２７日から３月１６日まで１８日間

出席議員の全員が賛成した議案等

令和５年３月定例会審議結果

議案番号 件　　　　名 付託委員会 結果

議案第　１号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度勝浦市一般会
計補正予算について） 承認

議案第　２号 一般職の職員の給与等に関する条例及び勝浦市一般職の任期付職
員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

議案第　３号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 可決

議案第　５号 令和４年度勝浦市一般会計補正予算 可決

議案第　６号 令和４年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 可決

議案第　７号 令和４年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 可決

議案第　８号 令和４年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 可決

議案第　９号 令和４年度勝浦市水道事業会計補正予算 可決

議案第１０号 権利の放棄について 産業厚生 可決

議案第１３号 かつうら文化振興基金条例の制定について 総務文教 可決

議案第１４号 勝浦市営かつうら海中公園立体駐車場設置管理条例の制定につい
て 産業厚生 可決

議案第１５号 勝浦市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 総務文教 可決

議案第１６号 勝浦市立保育所条例等の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第１７号 勝浦市立幼保連携型認定こども園設置管理条例の一部を改正する
条例の制定について 産業厚生 可決

議案第１８号 勝浦市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第２４号 勝浦市民憲章の制定について 総務文教 可決

議案第２５号 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることに
ついて 同意

　議会報では、市民生活と深く係わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。
全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。
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議案の賛否（賛否が分かれた議案のみ掲載）

「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席（棄権）、「除」は除斥、「－」は議長を表します。
※議長は、地方自治法の規定により採決に加わりません。

議案
番号 件　　　　名

付
託
委
員
会

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

戸
部　
薫

岩
瀬　
清

瀧
口　
和
男

長
田　
悟

戸
坂　
健
一

渡
辺　
ヒ
ロ
子

狩
野　
光
一

久
我　
恵
子

佐
藤　
啓
史

岩
瀬　
洋
男

松
﨑　
栄
二

丸　
　
昭

寺
尾　
重
雄

末
吉　
定
夫

岩
瀬　
義
信

議案
第４号

議会の議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例の制定
について

可決 × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第５号

令和４年度勝浦市一般会計
補正予算 可決 × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第11号

勝浦市個人情報の保護に関
する法律施行条例の制定に
ついて

総務
文教 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第12号

勝浦市債権管理条例の制定
について

総務
文教 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第19号

令和５年度勝浦市一般会計
予算

予算
審査 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第20号

令和５年度勝浦市国民健康
保険特別会計予算

予算
審査 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第21号

令和５年度勝浦市後期高齢
者医療特別会計予算

予算
審査 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第22号

令和５年度勝浦市介護保険
特別会計予算

予算
審査 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第23号

令和５年度勝浦市水道事業
会計予算

予算
審査 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

発議案
第１号

勝浦市議会の個人情報の保
護に関する条例の制定につ
いて

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

発議案
第２号

勝浦市議会委員会条例の一
部を改正する条例の制定に
ついて

可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
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●トピックス　その１
「勝浦市民憲章」の改編が議決されました。

●トピックス　その2
子育て支援の充実を図るために、次の２つの条例の一部を
改正する条例が制定されました。（令和５年４月１日施行）

議案第24号で、市民憲章の文面中表現の一部を変更する内容の改編が上程され、審議
の結果、全員賛成で可決されました。
本案は「勝浦市民憲章改編検討委員会」の提言を踏まえ、パブリックコメントを経て上
程されました。表現変更の内容は以下のとおりです。
旧：「生まれ育ったこの郷土に誇りをもち」→新：「この勝浦に誇りをもち」

１．勝浦市立幼保連携型こども園設置管理条例の改正により
　　勝浦市立勝浦こども園の開園時間は、1時間30分の延長になります。
　・改正後の開園時間　午前7時～午後7時
　　（現行の開園時間　午前7時30分～午後6時）

２．勝浦市国民健康保険条例の改正により
　　出産育児一時金は、488,000円になります。
　　（現行の出産育児一時金は、408,000円）

　　『勝浦市民憲章』
美しい自然、住みよいまち、人を思う心、
私たち勝浦市民は、この勝浦に誇りをもち
未来への希望と限りない発展を求めて、ここに市民憲章を定めます。
１　私たちは、海と緑の自然を大切にします。
１　私たちは、心と心のふれあいを大切にします。
１　私たちは、明るく健康な家庭をつくります。
１　私たちは、決まりを守り、安心して住めるまちをつくります。
１　私たちは、古き良き伝統を守り、次の世代につたえます。
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・議案第１１号　勝浦市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について
・議案第１２号　勝浦市債権管理条例の制定について
・議案第１３号　かつうら文化振興基金条例の制定について
・議案第１５号　�勝浦市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例の制定について
・議案第２４号　勝浦市民憲章の制定について
　�　以上５件の審議が付託され、３月８日に委員会を開催。審議の結果、議案第１１号、第１２号に
ついては、賛成多数で、その他３件は、全員賛成で原案のとおり可決しました。

・議案第１０号　権利の放棄について
・議案第１４号　勝浦市営かつうら海中公園立体駐車場設置管理条例の制定について
・議案第１６号　勝浦市立保育所条例等の一部を改正する条例の制定について
・議案第１７号　�勝浦市立幼保連携型認定こども園設置管理条例の一部を改正する条例の制定

について
・議案第１８号　勝浦市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　�　以上５件の審議が付託され、３月９日委員会を開催。全員賛成で可決され、最終日の本会議
においても全員賛成で可決されました。

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

各常任委員会等の活動報告

３
月
２
日・３
日
の
２
日
間
、市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

3月2日
渡
辺
ヒ
ロ
子　
議
員

①
商
店
街
等
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
に
つ
い
て

②
勝
浦
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
つ
い
て

長
田　
悟　
　
議
員

①
一
般
廃
棄
物
処
理
の
方
向
性
に
つ
い
て

②
物
価
高
騰
に
対
す
る
市
の
各
施
策
の
対
応
に
つ
い
て

③
国
際
武
道
大
学
と
の
交
流
促
進
に
つ
い
て

④
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
つ
い
て

戸
坂　
健
一　
議
員

①
総
合
運
動
公
園
用
地
の
活
用
に
つ
い
て

②
勝
浦
未
来
投
資
基
金
の
設
立
に
つ
い
て

久
我　
恵
子　
議
員

①
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

3月3日
佐
藤　
啓
史　
議
員

①
市
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

②
農
業
問
題
に
つ
い
て

③
地
域
学
校
協
働
活
動
事
業
に
つ
い
て

瀧
口　
和
男　
議
員

①
高
速
道
路
に
つ
い
て

②
興
津
小
学
校
の
裏
道
の
整
備
に
つ
い
て

戸
部　
薫　
　
議
員

①�

岸
田
政
権
の
大
軍
拡
、大
増
税
計
画
に
対
す
る
市
長
見

解
に
つ
い
て

②�「
市
長
就
任
あ
い
さ
つ
」に
お
け
る
基
本
方
針
の
第
一
に

つ
い
て

③�

教
育
環
境
、教
育
施
設・設
備
、子
ど
も
の
安
全
確
保
等

に
つ
い
て

④
学
校
給
食
に
つ
い
て

岩
瀬　
清　
　
議
員

①
年
休
取
得
日
数
に
つ
い
て

②
老
朽
化
し
て
い
る
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

③
企
業
誘
致
に
つ
い
て

④
好
調
な
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て

⑤
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

一
般
質
問
の
記
事
は
、発
言
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

全
文
は
、勝
浦
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）
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商
店
街
等
に
ぎ
わ
い
創

出
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
商
店
街
等
に
ぎ
わ
い
創

出
事
業
に
つ
い
て
進
捗
状
況

と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
陸
送
に
よ
る
共
同
配
送

事
業
に
つ
い
て
は
、興
津
地

区
、上
野
地
区
で
配
送
業
務

を
実
施
。ド
ロ
ー
ン
配
送
は
、

今
年
度
中
に
計
10
ル
ー
ト
の

開
通
を
目
指
し
て
い
る
。

Ｑ
こ
の
事
業
に
令
和
４
年

度
予
算
と
し
て
計
上
さ
れ
た

約
３
千
万
円
の
内
訳
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
商
店
街
の
Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル

サ
イ
ト
、共
同
配
送
に
１
，

１
９
９
万
円
、ド
ロ
ー
ン
配

送
事
業
に
１
，８
９
７
万
５

千
円
。
次
年
度
で
は
、さ
ら

に
18
ル
ー
ト
の
開
通
を
含

め
、２
，５
６
０
万
円
を
予

算
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ
令
和
４
年
度
で
の
実
装

は
２
ヵ
月
間
の
み
。つ
ま
り
、

約
３
千
万
円
は
ほ
ぼ
、初
期

投
資
及
び
シ
ス
テ
ム
構
築
費

用
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
年
度
は
、運
用
経
費
の
み

で
、大
幅
に
減
額
で
き
る
と

思
っ
て
い
た
が
違
う
の
か
？

今
年
度
の
状
況
と
事
業
の
目

的
を
し
っ
か
り
見
極
め
て
内

容
を
再
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
。市
民
に
と
っ
て
意
味
の

あ
る
市
内
配
送
事
業
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
も
、と
に
か

く
慎
重
に
進
め
て
ほ
し
い
。

Ａ
３
年
後
の
自
立
・
自
走

に
向
け
た
体
制
構
築
を
進
め

て
い
く
。

勝
浦
市
地
域
公
共
交
通

計
画
に
つ
い
て

Ｑ
令
和
５
年
度
で
の
市
内

交
通
計
画
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。Ａ

市
内
の
移
動
支
援
の
充

実
、観
光
施
策
と
の
連
携
、

地
域
全
体
で
支
え
る
公
共
交

通
の
構
築
を
掲
げ
て
い
る
。

Ｑ
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

エ
リ
ア
外
の
方
、例
え
ば
川

津
地
区
等
、市
内
の
移
動
手

段
に
お
困
り
の
声
を
多
く
聞

く
。こ
の
点
に
つ
い
て
お
考

え
を
伺
う
。

Ａ
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
、

５
年
度
中
に
具
体
的
な
協

議
・
検
討
を
行
い
、市
民
の

皆
様
か
ら
の
要
望
が
高
い
、

買
物・通
院
へ
の
移
動
手
段

の
確
保
に
つ
い
て
一
部
実
証

実
験
を
行
う
こ
と
も
検
討
し

て
い
る
。

Ｑ
高
齢
者
で
も
、安
全
・

安
心
に
生
活
を
送
る
こ
と

を
目
指
し
、デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
利
用
可
能
地
域
を
広

げ
る
こ
と
、市
内
バ
ス
運
行

の
実
現
を
目
指
し
て
頂
き
た

い
。市
長
の
お
考
え
は
？

Ａ
実
証
計
画
を
確
実
に

や
っ
て
い
き
た
い
。ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
把
握
し
、そ
の

上
で
施
策
を
決
定
し
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

の
方
向
性
に
つ
い
て

Ｑ
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
現
状

と
今
後
の
方
向
性
及
び
検
討

内
容
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
毎
年
改
修
が
必
要

と
な
る
な
ど
厳
し
い
運
営
と

な
っ
て
い
る
。今
後
の
ご
み

ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
は
、周

辺
自
治
体
に
よ
る
広
い
枠
組

み
で
の
対
応
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ
第
10
次
千
葉
県
廃
棄

物
処
理
計
画
策
定
後
の
対
応

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
千
葉
県
の
考
え
る
広
域

化
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
割
の

最
終
案
が
示
さ
れ
次
第
、こ

れ
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
割
も
考
慮

し
、検
討
す
る
。

Ｑ
焼
却
施
設
の
ほ
か
、資

源
ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
焼
却
施
設
の
動
向
と
併

せ
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
し
尿
処
理
施
設
の
検
討

内
容
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。Ａ

令
和
３
年
５
月
に
夷
隅

環
境
衛
生
組
合
管
理
者
並
び

に
副
管
理
者
に
共
同
処
理
の

申
し
入
れ
を
行
い
令
和
４
年

４
月
及
び
令
和
５
年
１
月
に

書
面
に
よ
り
要
望
書
を
提
出

し
て
い
る
。

物
価
高
騰
に
対
す
る
市

の
各
施
策
の
対
応
に
つ

い
て

Ｑ
電
気
料
金
高
騰
に
よ
る

電
気
料
金
単
価
を
算
定
基
準

と
し
た
防
犯
灯
補
助
金
の
対

応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
新
年
度
で
対
応
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ
市
の
各
事
業
の
実
施
に

お
け
る
物
価
高
騰
策
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
現
況
や
動
向
を
考
慮

し
、対
応
の
検
討
に
努
め
て

い
く
。

国
際
武
道
大
学
と
の
交

流
促
進
に
つ
い
て

Ｑ
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
関

す
る
予
算
措
置
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
現
時
点
で
、ウ
ェ
ブ
ア

ン
ケ
ー
ト
と
し
て
サ
イ
ト
構

築
か
ら
集
計
に
い
た
る
一
連

の
作
業
を
市
職
員
で
行
う
予

定
の
た
め
、予
算
措
置
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

に
つ
い
て

Ｑ
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
の
返

礼
品
の
紹
介
に
関
す
る
経
費

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
予
算
計
上
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、そ
の
実
施
に
向

け
て
、協
議・検
討
す
る
。

渡辺ヒロ子議員

長田　悟議員
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勝
浦
未
来
投
資
基
金
の

創
設
に
つ
い
て

Ｑ
勝
浦
で
は
現
在
ふ
る
さ

と
納
税
が
好
調
だ
が
、こ
れ

は
あ
く
ま
で
自
治
体
に
と
っ

て
の
臨
時
収
入
で
あ
り
、漫

然
と
使
う
べ
き
で
は
な
い
。�

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の

活
用
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
本
市
の
将
来
の
発
展
の

た
め
、本
市
で
暮
ら
す
人
、

訪
ね
る
人
が
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
、大
切
な
寄
附
金
を
使

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
ふ
る
さ
と
納
税
の
一
部

を
積
み
立
て
、勝
浦
市
の
未

来
に
資
す
る
事
業
に
投
資
す

る「
未
来
投
資
基
金
」を
作
る

べ
き
と
考
え
る
が
如
何
か
。

Ａ
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
活
用
を
考
え
て
い
く
中

で
、未
来
に
資
す
る
優
秀
な

事
業
を
選
定
し
て
出
資
す
る

と
い
う
や
り
方
に
つ
い
て
も
、

基
金
創
設
も
含
め
て
、検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
新
年
度
予
算
で
は
、ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
文

化
振
興
基
金
積
立
金
が
計
上

さ
れ
た
。同
じ
よ
う
に
商
工

分
野
で
も
、企
業
誘
致・商
工

業
振
興
を
図
る
た
め
の
基
金

創
設
が
必
須
と
考
え
る
。改

め
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
今
後
、予
算
を
必
要
と

す
る
教
育・文
化
へ
の
積
み

立
て
を
考
え
合
せ
予
算
計
上

し
た
。ぜ
ひ
そ
の
点
を
注
目

し
て
、酌
み
取
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
合
運
動
公
園
用
地
の

活
用
に
つ
い
て

Ｑ
串
浜
新
田・関
谷
地
先

に
ま
た
が
る
総
合
運
動
公
園

用
地
は
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
施

設
や
避
難
場
所
と
し
て
の
機

能
を
備
え
た
総
合
的
な
運
動

公
園
と
し
て
整
備・計
画
を

さ
れ
た
。し
か
し
、費
用
高

騰
な
ど
を
理
由
に
現
在
は
開

発
が
凍
結
し
て
い
る
。今
後

の
利
用
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
現
在
、多
額
の
開
発
費

用
が
か
か
る
た
め
計
画
を
凍

結
し
て
い
る
が
、引
き
続
き
、

財
政
状
況
等
を
見
極
め
つ

つ
、調
査
・
研
究
を
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
る
。

Ｑ
当
該
用
地
を
事
業
用
地

と
し
て
計
画
変
更
、整
備
し
、

市
内
企
業
の
事
業
地
活
用・

企
業
誘
致
を
図
っ
て
は
ど
う

か
と
考
え
る
が
如
何
か
。

Ａ
現
在
の
と
こ
ろ
、当
該

土
地
は
、総
合
運
動
公
園
用

地
と
し
て
買
収
し
た
も
の
で

あ
り
、早
急
な
計
画
変
更
は

難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
昨
年
か
ら
、様
々
な
食

料
品
や
生
活
必
需
品
の
値
上

げ
が
続
い
て
い
る
。世
界
的

な
気
候
変
動
、ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
の
長
期
化
は
、輸
入
割

合
の
高
い
原
油
や
小
麦
等
の

価
格
上
昇
の
原
因
と
な
り
、

電
気
料
金
や
食
料
品
の
値
上

げ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
や
市
内
商
工
業
者
の
生

活
を
守
る
た
め
、プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
や
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
普
及
事
業
の

継
続
的
な
支
援
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。市
の
お
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
等
は
市
内
経
済
の
活
性
化

に
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
の
で
今
後
に
つ
い
て
も
、

市
内
で
の
消
費
喚
起
、購
買

活
動
を
促
す
事
業
の
実
施
に

つ
い
て
、適
宜
、検
討
す
る
。

Ｑ
市
は
昨
年
末
、か
つ
う

ら
子
育
て
世
帯
支
援
臨
時
給

付
金
５
万
円
を
高
校
生
相
当

ま
で
の
世
帯
に
支
給
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、高
齢
者
世
帯

へ
物
価
高
騰
対
策
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。市
の
お
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

昨
年
末
よ
り
、住
民
税
非
課

税
世
帯
に
対
し
、１
世
帯
当

た
り
、５
万
円
を
給
付
し
て

い
る
。一
方
で
、物
価
は
依
然

と
し
て
値
上
げ
傾
向
に
あ
り
、

市
民
生
活
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、高
齢
者
へ
の

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
国
の
動
向
に
注
視
し

な
が
ら
検
討
す
る
。

Ｑ
令
和
５
年
５
月
８
日
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
、感
染
法
上
、季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５

類
と
な
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
、自

宅
に
籠
も
り
が
ち
で
あ
っ
た

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
対
策
の

一
環
と
し
て
、夏
の
暑
い
時

間
帯
に
自
宅
近
く
の
集
会
所

や
、区
民
会
館
等
に「
涼
み
場

所
」の
様
な
場
所
を
設
け
る

べ
き
と
考
え
る
。市
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、外

出
の
自
粛
等
、不
活
発
な
生

活
が
続
い
た
事
で
心
身
と
も

に
フ
レ
イ
ル
状
態
と
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。集
会

所
等
に
出
向
き
ご
近
所
の

方
々
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
だ

け
で
も
、フ
レ
イ
ル
予
防
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る
。

事
業
の
展
開
に
つ
い
て
今
後

検
討
し
た
い
。

海士町未来共創基金を活用した
なまこ養殖事業（海士町ＨＰより）

戸坂健一議員

久我恵子議員
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市
道
の
維
持
管
理

Ｑ
令
和
３
年
９
月
議
会
一

般
質
問
で
、市
道
の
維
持
管

理
に
関
す
る
各
区
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
よ

う
要
望
し
た
が
？

Ａ
道
路
行
政
ア
ン
ケ
ー
ト

を
令
和
３
年
12
月
か
ら
令
和

４
年
１
月
に
か
け
て
各
区
長

宛
に
実
施
し
た
。

Ｑ
市
道
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
及
び
市
道
里
親
制
度
を

提
案
す
る
。

Ａ
市
道
の
里
親
制
度
に
つ

い
て
は
、里
親
と
な
る
地
域

住
民
、地
元
企
業
等
と
市
が

協
力
し
て
市
道
の
清
掃
、除

草
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

道
路
の
美
化
、維
持
管
理
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

今
後
、検
討
し
た
い
。

農
業
問
題

Ｑ
農
業
委
員
会
か
ら
の
意

見
書
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
。

Ａ
平
成
28
年
度
以
降
、毎

年
、農
業
委
員
会
か
ら「
勝

浦
市
農
地
等
利
用
最
適
化
推

進
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」

が
提
出
さ
れ
て
い
る
。令
和

３
年
度
の
意
見
書
の
中
で
、

農
業
基
盤
の
維
持・整
備
へ

の
補
助
、遊
休
農
地
解
消
の

た
め
の
補
助
、農
業
体
験
授

業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、予

算
及
び
計
画
の
中
で
実
施
す

る
旨
を
回
答
し
た
。

Ｑ
集
落
営
農
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

Ａ
10
年
先
の
人
と
農
地
の

在
り
方
を
計
画
す
る「
地
域

計
画
」の
策
定
が
法
定
化
さ

れ
、今
後
、市
と
地
域
で
話

合
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
と

な
る
の
で
、集
落
営
農
組
織

の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
、行

政
か
ら
提
案
し
た
い
。

Ｑ
新
規
就
農
、後
継
者
育

成
、承
継
対
策
に
つ
い
て
。

Ａ
現
在
実
施
し
て
い
る
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
に

よ
る
補
助
金
の
継
続
支
援
に

加
え
、地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
制
度
を
活
用
し
、担
い
手

と
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

地
域
学
校
協
働
活
動
事
業

Ｑ
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績

と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
。

Ａ
本
市
で
は
、令
和
元
年

度
か
ら
、「
学
校
支
援
活
動
」

「
多
様
な
体
験
活
動
」「
地
域

参
画
・
地
域
貢
献
活
動
」の

３
つ
の
柱
の
下
、地
域
学
校

協
働
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。今
後
は
各
分
野
に
強
み

を
持
つ
人
材
を
有
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、各
団

体
や
機
関
、幅
広
い
住
民
の

皆
様
等
の
参
画
を
得
て
、継

続
し
て
実
施
し
た
い
。

勝
浦
市
と
市
原
市
を
結

ぶ
、地
下
高
速
道
路
に

つ
い
て

Ｑ
勝
浦
市
と
市
原
市
を

結
ぶ
高
速
ラ
イ
ン
を
造
る
こ

と
に
よ
り
、内
房
に
負
け
な

い
観
光
客
が
来
る
と
思
い
ま

す
。ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
よ
う

な
地
下
高
速
道
路
の
新
設
を

望
み
ま
す
。地
下
30
メ
ー
ト

ル
で
す
と
、地
上
権
が
な
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。そ
れ
に

よ
り
、人
口
増
加
、自
宅
通

勤
も
可
能
と
な
り
ま
す
。ご

意
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
勝
浦
か
ら
市
原
を
結

ぶ
高
速
道
路
の
建
設
に
つ
い

て
、現
在
、勝
浦
・
市
原
・
大

多
喜
町
で「
国
道
２
９
７
号

整
備
促
進
期
成
同
盟
」を
形

成
し
、道
路
の
渋
滞
解
消
の

た
め
の
バ
イ
パ
ス
整
備
、安

全
確
保
の
た
め
の
道
路
改
良

な
ど
千
葉
県
に
対
し
要
望
を

行
っ
て
い
ま
す
。

�　
ま
ず
は
、国
道
２
９
７
号

整
備
を
優
先
し
、近
隣
市
町

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
現

に
向
け
て
国・県
に
要
望
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

興
津
小
学
校
の
裏
道
整

備
に
つ
い
て

Ｑ
通
学
路
や
災
害
時
避
難

道
路
と
し
て
、興
津
久
保
山

台
ミ
レ
ー
ニ
ア
か
ら
小
学
校

裏
門
ま
で
の
道
路
は
、幅
が

狭
く
交
差
で
き
ま
せ
ん
。見

通
し
が
悪
く
、子
ど
も
た
ち

の
接
触
事
故
が
起
き
て
か
ら

で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。一
日
も

早
い
整
備
が
必
要
と
考
え
ま

す
。ご
意
見
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
ミ
レ
ー
ニ
ア
か
ら
興

津
小
学
校
裏
門
ま
で
は
、国

道
１
２
８
号
と
興
津
久
保
山

台
の
住
宅
地
を
結
ぶ
生
活
道

路
と
な
っ
て
い
ま
す
。道
路

幅
員
が
狭
く
、自
動
車
の
す

れ
違
い
が
困
難
で
す
が
、道

路
幅
員
の
拡
幅
を
伴
う
道
路

改
良
を
行
う
場
合
、用
地
の

取
得
等
も
発
生
し
、地
域
の

方
の
協
力
も
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
、自
動
車
の
待

機
場
所
や
注
意
喚
起
看
板
の

設
置
を
行
い
、通
行
の
安
全

を
図
り
、教
育
委
員
会
と
の

協
議
を
行
い
、安
全
に
通
行

で
き
る
道
路
の
改
良
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
満
州
生
ま
れ
で
勝
浦

は
第
二
の
故
郷
で
す
。

　
戦
争
を
こ
の
目
で
体
験
し

て
き
ま
し
た
。ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
子
ど
も
た
ち
が
か
わ
い
そ

う
で
す
。二
度
と
戦
争
は
起

こ
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

佐藤啓史議員

瀧口和男議員
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岸
田
政
権
の
大
軍
拡
・

大
増
税
計
画
に
対
す
る

市
長
見
解
に
つ
い
て

Ｑ
政
府
に
よ
る
憲
法
違
反

の
大
軍
拡
と
大
増
税
計
画
に

対
し
、市
民
を
代
表
し
て「
反

対
」の
意
思
表
示
を
す
べ
き

と
思
い
ま
す
。市
長
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

Ａ
政
府
の
決
定
や
国
会
に

お
け
る
審
議
の
対
象
と
認
め

ら
れ
る
た
め
、私
か
ら
の
答

弁
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

Ｑ
市
長
は
、戦
争
に
反
対

で
す
か
、平
和
を
守
ろ
う
よ

と
い
う
お
気
持
ち
は
ご
ざ
い

ま
す
か
。

Ａ
私
は
闘
わ
ず
平
和
な
世

界
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
に
掲
載
さ
れ
た「
市

長
就
任
あ
い
さ
つ
」で
の
基

本
方
針
の
第
一
に
つ
い
て

Ｑ
市
長
就
任
あ
い
さ
つ
で

掲
載
さ
れ
た「
新
し
い
時
代

に
寄
り
添
う
子
育
て
環
境
」

「
安
心
し
て
産
み
、育
て
、暮

ら
せ
る
ま
ち
」と
は
ど
の
よ

う
な
内
容
で
す
か
。

Ａ
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
に
即
し
た
施
策
を

推
進
す
る
た
め「
新
し
い
時

代
に
寄
り
添
う
子
育
て
環
境

づ
く
り
」を
述
べ
た
と
こ
ろ

で
す
。「
安
心
し
て
産
み
、育

て
、暮
ら
せ
る
ま
ち
」に
つ

い
て
は
、本
市
が
抱
え
る
課

題
に
対
し
、そ
の
解
決
に
関

わ
る
施
策
の
目
標
と
し
て
掲

げ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

教
育
環
境
、教
育
施
設・

設
備
、子
ど
も
の
安
全

確
保
等
に
つ
い
て

Ｑ
定
数
ど
お
り
教
職
員
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
定
数
ど
お
り
の
教
職
員

が
配
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
特
別
教
室
等
の
エ
ア

コ
ン
の
設
置
状
況
を
伺
い
ま

す
。Ａ

普
通
教
室
は
全
て
設
置

し
て
お
り
、特
別
教
室
は
保

健
室・多
目
的
室
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
就
学
援
助
の
基
準
、申

請
用
紙
の
配
付
時
期
、回
数

は
？Ａ

基
準
は
、生
活
保
護
基

準
の
１・３
倍
未
満
。配
布
は

11
月
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
子
ど
も
た
ち
の
生
理
用

品
の
設
置
状
況
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
全
て
の
小
中
学
校
の
ト

イ
レ
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
登
下
校
時
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
、グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
を
伺

い
ま
す
。

Ａ
歩
行
者
の
安
全
確
保

に
、グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
設

置
は
有
効
と
考
え
、今
後
も

計
画
的
な
設
置
を
検
討
し
て

参
り
ま
す
。危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
解
消
の
た
め
、所
有
者
へ

の
注
意
喚
起
と
補
助
金
制
度

の
周
知
を
進
め
ま
す
。

市
内
小
中
学
校
教
職
員

の
昨
年
度
の
年
休
取
得

日
数
に
つ
い
て

Ｑ　
２
０
１
９
年
、政
府

は
有
給
休
暇
の
取
得
を
義
務

化
し
た
が
、市
内
小
中
学
校

教
員
の
年
休
取
得
日
数
は
ど

の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
。

Ａ　
市
内
小
中
学
校
教
員

の
昨
年
度
の
年
休
取
得
日
数

は
、年
次
休
暇
取
得
状
況
調

査
で
平
均
取
得
日
数
は
小
学

校
で
14
・
１
日
、中
学
校
で

12
・
５
日
で
あ
り
ま
す
。
県

の
教
育
委
員
会
か
ら
年
次
休

暇
取
得
推
進
を
す
る
よ
う
通

知
が
あ
り
、長
期
休
業
中
の

ま
と
め
取
り
な
ど
可
能
な
限

り
年
次
休
暇
を
取
得
す
る
よ

う
促
し
た
い
。

老
朽
化
し
て
い
る
ご
み

処
理
施
設
に
つ
い
て

Ｑ
近
隣
自
治
体
と
の
協
議

の
進
展
等
を
伺
う
。
又
、過

去
５
年
間
の
ご
み
処
理
施
設

に
費
や
し
た
修
繕
費
用
は
ど

れ
ほ
ど
か
。

Ａ
首
長
同
士
に
よ
る
協
議

は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、周

辺
自
治
体
に
よ
る
広
い
枠
組

み
で
の
対
応
を
視
野
に
入
れ

検
討
を
進
め
て
い
る
。過
去

５
年
間
の
修
繕
費
等
の
累
計

は
、４
億
８
７
２
５
万
２
６

９
７
円
で
す
。年
平
均
約
９

７
４
５
万
円
で
す
。次
年
度

で
は
大
規
模
修
繕
と
同
じ
程

度
の
修
繕
を
予
定
し
て
お

り
、10
年
か
ら
15
年
は
使
用

可
能
と
考
え
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

に
つ
い
て

Ｑ
令
和
４
年
度
直
近
の
寄

附
金
額
を
伺
う
。返
礼
品
や

事
務
経
費
を
差
し
引
い
た
金

額
は
幾
ら
に
な
る
か
。
又
、

寄
附
金
基
金
の
残
高
は
ど
れ

程
に
な
る
か
。

Ａ
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

は
令
和
５
年
１
月
末
現
在
約

49
億
で
あ
り
、返
礼
品
や
事

務
経
費
等
を
差
し
引
く
と
19

億
５
６
０
０
万
円
で
す
。今

年
度
寄
附
金
が
60
億
と
予
算

に
計
上
し
た
と
し
て
、寄
附

金
基
金
の
残
高
は
約
30
億
８

千
万
円
と
な
る
予
定
で
す
。

Ｑ
新
年
度
予
算
案
に
は
寄

附
金
が
か
な
り
投
入
さ
れ
て

い
る
が
、寄
附
金
の
使
途
は

誰
が
決
定
し
て
い
る
の
か
、

又
、過
去
に
お
い
て
使
途
に

つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト（
意
見
公
募
）な
ど
実
施

さ
れ
た
事
が
あ
る
か
。

Ａ
平
成
20
年
度
か
ら
事
業

選
定
委
員
会（
行
政
職
員
の

み
で
）を
組
織
し
て
充
当
先

を
選
定
し
て
予
算
化
し
、議

会
に
提
案
し
て
い
る
。パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

た
事
は
無
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

戸部　薫議員

岩瀬　清議員
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勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

2月11日
13日

14日

16日

20日

22日
27日

28日

3月2日
3日
6日
7日
8日
9日

10・13・14日
16日

25日
4月7日

23日
29日

ビッグひな祭り成功祈願祭（遠見岬神社）
千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会
（千葉市）
南房総広域水道企業団運営協議会（大多喜町）
水道事業運営審議会
国民健康保険事業の運営に関する協議会・
総合開発審議会・環境審議会
夷隅郡市広域市町村圏事務組合議会定例会
（いすみ市）
議会運営委員会・表彰選考委員会
３月定例会　本会議　初日
議会表彰式
本会議

本会議　一般質問
本会議　一般質問
本会議　質疑
本会議　質疑・予算審査特別委員会
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
予算審査特別委員会
本会議　最終日　
広報広聴常任委員会
成美学園開校記念式典
千葉県自治体病院経営都市議会協議会監査
（オンライン）
勝浦市議会議員選挙（無投票）
消防団操法訓練開始式

５月をもって、私たち市議会議員に与えていただいた任期は終わりを迎えます。
この４年間はコロナ禍による激動の時代でした。規制による活動の制限は勝浦にも大きな影響を与えました。
しかしその一方で、オンライン上での学業や就業形態の整備、理解により新たなシステムも生まれ、地方活性の一
助となることが期待されています。
勝浦でも様々な事業が始まり、変革の芽吹きを感じました。来期、これらが大きく花開くこと、勝浦の明るい未
来を期待します。
� 広報広聴常任委員　渡辺　ヒロ子

お問い合わせは、勝浦市広報広聴常任委員会（７３－６６６２）まで

勝浦市ホームページ　 http://www.city.katsuura.lg.jp

きみの未来、あなたの未来

議 会 の う ご き

編集 後記

私の将来の夢は、保育士になることです。私が保
育園生のときの先生に感謝しているからです。当
時、私は保育園に行くのが嫌いでした。そんな時、
先生が楽しい遊びを用意してくれたり、ずっと私
のそばについていたりしてくれて、とても安心し
ました。そのおかげで楽しく通園することができ
たことを今でも感謝しています。将来、私もあの先
生のように、自分と同じ思いをし、困っている子ど
もたちを助けられるような、気遣いのできる保育
士になりたいです。勝浦中学校　３年

石
いし
井
い
　菜

な
々
な
美
み
さん

議会のうごきについて報告します
（令和５年２月～４月）
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